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一
、
資
料
に
つ
い
て

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
所
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
『
仏
教
説
話
集
』
は
、
院
政
期
保
延
六
年
（
二
四
〇
）
の
識
語
を
持
つ
仏
教
唱
導
資
料
で
あ

ス
篭
り
そ
の
国
語
史
的
価
値
と
し
て
、
漢
字
片
仮
名
父
り
宣
命
体
の
例
と
し
て
、
ま
た
省
文
を
多
く
含
む
漢
字
字
体
資
料
と
し
て
、
今
ま
で
し
ば
し

ば
採
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
漢
字
字
体
に
つ
い
て
、
個
々
の
事
象
を
整
理
し
、
位
置
づ
け
し
て
、
全
体
を
見
渡
す
報
告
が
な
か
っ
た

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
で
、
「
金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
漢
字
字
体
」
と
題
し
て
、
筆
者
が
既
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
片
仮
名
字
体
に
つ
い
て
も
字
体
表
を

作
成
し
た
の
で
、
一
往
字
体
に
つ
い
て
は
措
く
こ
と
と
し
、
表
記
の
全
体
像
を
描
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

字
体
の
観
点
を
除
く
た
め
、
引
例
は
活
字
字
体
に
改
め
る
。
省
文
を
含
む
異
色
あ
る
字
体
は
、
改
め
れ
ば
、
却
っ
て
不
都
合
を
来
す
場
合
も
な

い
で
は
な
い
ゐ
で
あ
る
が
、
印
刷
の
便
を
も
考
慮
す
る
こ
と
に
す
る
。



所
在
は
ペ
ー
ジ
。
行
で
示
す
。
そ
れ
は
筆
者
の
改
訂
案
に
よ
る
。
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本
富
の
組
織
は
二
日
間
の
法
蓮
の
体
を
為
し
て
い
る
。
表
記
の
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
説
話
部
と
そ
れ
以
外
（
説
経
部
）
　
の
二
種
に
す
る
方
が
よ

い
。
説
話
部
は
整
っ
て
お
り
、
読
み
易
い
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
ま
こ
と
に
難
解
で
あ
る
。
表
記
法
は
盗
意
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
言
わ

ば
、
晴
れ
の
書
で
な
く
、
裏
の
書
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
記
体
系
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
出
て
こ
ず
、
混
沌
と
し
た
様
相
を
確
認
す
る
だ

け
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
実
態
で
あ
り
、
他
の
資
料
に
反
射
し
て
、
有
益
な
材
料
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

表
記
の
歴
史
の
中
で
、
他
に
類
例
の
少
な
い
資
料
と
し
て
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二
、
説
話
部
の
表
記

説
話
部
に
お
い
て
は
、
通
覧
し
て
、
表
記
法
が
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
表
記
体
系
が
把
握
し
や
す
く
思
わ
れ
る
の
で
、

ま
ず
こ
の
分
折
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
l

．
．
説
話
は
次
に
表
示
す
る
七
種
の
イ
ン
ド
説
話
で
あ
る
。
本
文
中
に
出
典
を
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
直
接
拠
っ
た
も
の
と
は
思
わ

（3）

れ
な
い
。
出
典
未
詳
の
一
語
を
除
き
、
唐
の
道
世
の
編
ん
だ
『
法
苑
珠
林
』
か
『
諸
経
要
集
』
か
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
判
断
す
る
根

拠
と
説
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
述
べ
．
る
と
こ
ろ
で
な
い
。
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仏
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鎌
・
倉
　
時
　
代
一
．
語
　
研
　
究
・

仏
教
説
話
集

A
造
寺
功
徳
説
話

B
修
塔
功
徳
説
話

C
酔
婆
羅
門
出
家
説
話

D
優
陀
羨
王
説
話

E
微
妙
比
丘
尼
説
話

F
檀
弥
離
長
者
説
話

G
無
言
太
子
説
話

（
3
0
～
3
1
ペ
ー
ジ
。
全
2
4
行
）

（
3
2
ペ
ー
ジ
。
1
2
行
）

（
3
3
～
3
4
ペ
ー
ジ
。
8
行
）

（
3
4
～
3
5
ペ
ー
ジ
。
1
5
行
。
他
に
偏
2
行
）

（
3
5
～
3
9
ペ
ー
ジ
。
5
3
行
）

（
3
9
～
4
2
ペ
ー
ジ
。
4
4
行
）

（
4
2
～
4
5
ペ
ー
ジ
。
4
7
行
）

（
原
典
巻
数
）
　
　
　
　
　
法
苑
珠
林

雑
宝
蔵
経
（
巻
五
）
　
　
　
巻
三
十
八
敬
塔
篇

分
別
功
徳
論
　
　
　
　
　
巻
三
十
八
敬
塔
篇

同
経
（
大
智
定
論
巻
十
三
）
巻
二
十
二
入
道
篇

雑
宝
蔵
経
（
巻
十
）
．
　
巻
二
十
二
入
道
篇

賢
愚
経
（
巻
三
）

（
貿
愚
経
巻
十
二
）

巻
五
十
八
謀
誇
篇

巻
五
十
六
富
貴
篇

五
二

諸
経
要
集

巻
三
敬
塔
部

巻
三
敬
塔
部

巻
四
入
道
部

巻
四
入
道
部

巻
九
択
交
部

巻
六
富
貴
部

．
こ
れ
ら
説
話
部
の
一
例
と
し
て
、
説
話
A
の
冒
頭
を
掲
げ
て
み
る
。
下
段
に
直
接
の
出
典
で
あ
る
『
法
苑
疎
林
』
お
よ
び
更
に
そ
の
原
典
『
雑

宝
蔵
経
』
の
漢
文
を
置
く
。

雑
宝
蔵
経
云
、
昔
舎
ヱ
国
中
、
有
二
一
長
者
可
造
二
塔
寺
t
後
二
命
終

㌢
魂
切
利
天
。
生
け
。
威
徳
親
々
焉
光
明
職
盛
け
。
飛
行
自
軍
焉

司
凰
瑚
利
剣
の
。

○
雑
宝
蔵
経
云
、
音
舎
衛
国
中
有
一
長
者
、
造
立
塔
寺
、
後
時
命

終
、
生
切
利
天
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
苑
疎
林
）

○
舎
衛
国
有
二
一
長
者
へ
作
二
浮
図
僧
坊
↓
長
者
得
レ
病
、
命
終
生
二
三

十
三
天
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雑
法
蔵
経
）

右
の
対
照
を
見
れ
ば
、

傍
線
部
を
修
辞
的
に
増
補
し
、
他
は
原
拠
の
読
み
下
し
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
「
有
一
長
者
、
造

．
ン

塔
寺
後
ニ
」
の
旬
は
中
で
も
原
拠
に
近
い
。
他
の
部
分
に
も
小
異
は
あ
る
が
、
か
な
り
近
い
形
で
あ
る
。

（4〕

も
ケ
一
例
引
こ
う
。
こ
こ
は
片
寄
氏
も
引
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
『
法
苑
珠
林
』
に
よ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
の
第
二
十
八
語
は
そ
の
大
旨
忠

実
な
読
み
下
し
で
あ
る
が
、
仏
教
説
話
集
の
方
は
出
入
が
あ
り
、
前
半
は
詳
し
く
、
・
・
後
半
は
簡
略
に
・
か
・
つ
表
現
の
意
図
を
変
え
て
い
る
。
前
半
を

次
に
記
す
。



仏
在
世
時
こ
、

サ
ヱ
国
舐
恒
こ

六
バ
ラ
門
け
り
酒
二
酔
テ
、
l
正
念
こ
非
据

テ
仏
所
壷
ヌ
。
醐
」
痛
笥
比
丘
ト
作
チ
而
在
り
。
仏
阿
難
l
癌
シ
テ
法
衣
ヲ

▼

　

°

　

t

着
㌢
戒
l
頚
。
其
バ
ラ
門
既
酔
醍
巳
テ
大
。
嘆
悪
者
而
去
ヌ
。

○
仏
在
祇
桓
、
有
一
酔
婆
羅
門
。
来
到
仏
所
、
求
作
比
丘
。
仏
勅
阿

難
与
剃
頭
著
法
衣
。
酔
酒
既
醇
、
驚
怖
己
身
忽
為
比
丘
、
即
便
走

を

右
を
見
る
に
、
や
は
竃
補
部
分
が
多
く
、
傍
点
部
の
み
意
味
を
変
え
て
い
る
。
増
補
は
、
説
明
を
加
え
て
平
易
に
理
解
し
易
く
す
る
配
慮
が

見
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
原
拠
漢
文
七
の
関
係
が
見
ら
れ
薫

さ
て
、
表
記
の
点
で
は
、
次
切
諸
点
が
検
討
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
原
拠
漢
文
と
の
直
接
の
対
比
は
右
の
概
観
に
と
ど
め
、
以
下

の
方
法
上
は
し
て
い
潔
い
。

一
、
語
句
の
順
序
1
日
本
語
の
語
順
と
漢
文
の
語
順
1

1
、
自
立
語
と
自
立
語
　
例
、
着
法
衣
1
1
法
衣
ヲ
莞

2
、
自
立
語
と
辞
　
　
例
、
如
正
念
－
正
念
嘉
㌢

二
、
宣
命
体
表
記
1
大
字
と
小
字
双
行
の
諸
相
－

三
、
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記

1
、
漢
語

2
、
和
語
．
（
自
立
語
）

3
、
和
語
（
辞
）

漢
字
表
記
を
基
本
。
そ
の
中
の
片
仮
名
表
記
。

漢
字
表
記
を
基
本
。
そ
の
中
の
片
仮
名
表
記
。

片
仮
名
表
記
を
基
本
。

四
へ
送
り
仮
名
と
振
り
仮
名

1
、
送
り
仮
名

仝
訓
送
り
仮
名
　
捨
て
仮
名
　
用
言
送
り
仮
名

2
、
振
り
仮
名

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系



鎌
　
卑
時
、
▼
代
．
．
琴
、
野
党
．

仝
訓
振
り
仮
名
　
　
部
分
振
り
仮
名
　
　
辞
の
部
分
表
記

五
、
記
号
（
反
読
点
等
）

六
、
字
体
・
書
体

右
の
四
ま
で
は
こ
の
資
料
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
、
六
は
既
に
別
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
四

一
、
語
句
の
順
序

こ
こ
で
は
、
漢
文
式
語
序
と
日
本
語
の
語
序
の
相
違
が
、
表
記
法
に
ど
の
よ
う
な
様
相
を
示
し
て
い
る
か
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
説

話
部
分
に
は
原
拠
の
漢
文
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
る
面
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
説
話
部
分
以
外
で
む
し
ろ
漢
文
式
語
順
の
表
記

が
多
い
（
後
述
「
の
で
、
結
局
は
、
内
容
と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
文
体
の
問
題
で
あ
る
。
漢
文
式
語
順
を
A
型
、
日
本
語
の
語
順
に
従
う
も
の
を

B
型
と
す
る
。
引
例
の
ペ
ー
ジ
行
を
括
弧
内
に
示
す
。
必
要
な
時
に
濁
点
を
施
す
。

1
、
自
立
語
と
自
立
語

説
話
A
に
お
い
て
、
A
型
の
う
ち
対
象
語
を
採
る
格
（
ヲ
格
）
の
例
に
、

造
塔
寺
後
ニ
（
三
〇
2
）
　
一
日
側
濠
テ
（
三
一
曇
　
　
得
須
陀
直
果
（
三
一
望

「
有
・
在
・
無
」
の
主
格
に
関
す
る
例
は
二
例
、

・
有
一
長
者
（
三
〇
2
）
　
　
辟
バ
有
人
一
久
ク
廊
二
往
セ
ム
後
ニ
（
三
一
6
）

所
に
関
す
る
例
は
一
例
存
し
て
い
る
。

遠
ク
在
空
テ
近
ウ
地
二
至
事
（
三
一
4
）

こ
の
う
ち
説
話
の
冒
頭
（
三
〇
2
）
と
終
尾
（
三
這
）
に
四
例
集
中
し
て
い
る
の
は
、
原
拠
に
引
か
れ
た
こ
と
と
、
要
点
・
骨
格
の
み
示
せ
ば
良

い
場
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
艦
対
し
B
型
は
説
話
の
展
開
部
分
に
多
い
。



○
無
意
ノ
慎
楽
ヲ
受
ク
（
三
〇
4
）

妻
ヲ
見
ム
ガ
為
ニ
（
三
〇
7
）

涙
ヲ
流
シ
声
ヲ
出
テ
（
三
一
1
）

菩
提
心
呵
不
念
シ
テ
（
三
〇
4
）
　
夫
ヲ
恋
ヒ
息
フ
（
三
〇
4
）
　
其
ノ
塔
寺
ヲ
掃
治
ス
（
三
〇
5
）
　
其
ノ
遣

草
庵
ヲ
驚
ス
（
三
〇
9
）
　
　
妻
夫
ヲ
迎
テ
（
三
〇
9
）
　
　
塔
寺
ヲ
造
リ
キ
（
三
〇
1
1
）

尤
キ
止
】
身
ヲ
積
サ
ム
ヤ
（
三
一
9
）
　
　
本
願
ノ
伽
藍
ヲ
可
奉
崇
シ
（
三
一
1
1
）

遺
身
ヲ
見
ガ
為
ニ
（
三
〇
誓

○
我
昔
存
生
ノ
家
一
一
有
の
時
（
一
二
〇
1
1
）

我
ト
汝
二
慎
二
有
シ
（
三
〇
5
）
　
浄
処
二
有
ラ
ム
共
時
ニ
（
≡
7
）
　
　
人
間
二
在
リ
キ
。
癒
二
在
ガ
如

シ
　
（
三
一
8
）

○
切
利
天
二
生
け
（
三
〇
3
）
　
今
此
天
二
生
ク
リ
圭
一
0
6
）
．
空
ノ
上
二
落
融
、
ヶ
竺
一
〇
8
〕
　
　
藷
方
言
ホ
七
（
三
〇
8
）
　
′
今
天
上
二
生
”

三
〇
望
．
本
郷
。
下
り
来
㍑
（
三
」
）
　
地
二
不
来
㌘
三
2
）
　
遠
ク
空
二
住
二
三
一
2
）
　
近
ク
地
二
至
事
（
≡
4
）
　
久
ク

・
廃
屋
セ
ム
（
≡
6
）
　
本
ノ
廊
二
往
ヰ
至
言
）
　
上
天
。
生
器
（
三
言
）
　
汝
我
力
天
上
。
生
テ
（
三
品
）
　
本
ノ
天
上
二
昇
刈
（
三

蒜
）
　
同
天
l
壷
ル
（
≡
ほ
）

ヲ
格
に
つ
い
て
A
型
・
B
型
の
相
違
を
見
徴
に
ヾ
A
型
で
は
「
塔
寺
」
▼
「
法
」
「
凰
陪
直
見
」
と
い
う
一
語
で
あ
み
の
一
に
赦
し
．
、
B
型
に
は
、
喪

に
「
笥
快
楽
ヲ
」
「
期
パ
塔
寺
ヲ
」
「
刻
判
止
l
ノ
一
身
ヲ
」
の
よ
う
に
連
体
修
飾
語
の
付
く
例
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ニ
格
に
お
い
て
も
A
型
は

「
空
」
　
二
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
．
亭
型
で
は
「
司
家
1
1
」
「
朗
琴
姦
夕
漂
丁
笥
上
二
落
翌
」
な
ど
と
、
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
つ
の

条
件
と
し
て
挙
げ
う
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
式
に
表
記
す
る
こ
と
は
、
．
一
動
詞
を
先
ず
記
す
こ
と
受
あ
り
、
読
み
下
し
文
で
の
動
詞
ま
で
に
文
の
成

分
が
多
く
人
ら
ノ
ぬ
ほ
ど
、
A
型
に
な
し
易
い
道
理
で
あ
る
。

こ
こ
膏
、
他
説
話
の
状
況
を
ま
と
め
て
見
る
と
、
▼
説
話
Å
▼
と
ほ
ぼ
同
じ
態
度
で
表
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ヲ
格
の
A
型
で
は
」
説
話
の
後

尾
に

痺
二
仏
前
二
住
謡
、
即
矧
域
、
′
矧
和
親
測
故
宝
五
A
H
）
、

仏
為
ユ

阿
難
見
巳
而
、
剖
蘭
書
二
再
↑
輿

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
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四
人
時
二
矧
阿
観
測
、
…
…
干
今
選
九
十
一
劫
け
。
一
乃
至
今
日
職
制
、
矧
瑚
云
々
（
四
二
5
～
7
）

な
ど
と
類
型
が
見
ら
れ
ハ
説
．
話
の
中
に
あ
る
も
ー
の
は
左
の
四
例
に
す
ぎ
な
い
。

挙
声
テ
（
三
七
2
、
三
七
1
4
）
　
　
入
地
獄
テ
（
三
九
2
）
　
　
為
地
リ
（
四
〇
1
0
）

主
格
に
相
当
す
る
「
有
・
無
」
に
つ
い
て
は
、
説
話
の
導
入
部
に
ヽ

其
王
有
夫
入
り
（
三
四
5
）
　
．
有
キ
五
比
丘
（
四
二
互
）

こ
の
二
例
を
見
る
。
説
話
中
で
の
A
′
型
は
「
有
限
り
」
（
三
四
1
1
）
「
充
船
㌘
（
三
六
甘
）
の
二
例
が
あ
り
、
他
に
「
国
王
折
り
」
（
三
四
4
）
「
子
荒
シ
」

（
三
五
ノ
8
）
　
の
如
き
B
型
は
十
二
例
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
次
例
は
興
味
深
い
。
▼

分
別
功
徳
論
云
、
薗
サ
ヱ
城
有
夫
妻
両
人
男
（
三
二
1
）

「
有
夫
妻
両
人
キ
」
と
で
も
す
る
つ
も
り
の
と
こ
ろ
を
、
・
「
両
人
」
の
語
の
介
入
に
よ
り
下
に
「
ア
リ
」
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
意
識
に
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
A
型
か
ら
B
型
へ
移
行
し
た
も
の
で
、
結
果
的
に
は
「
有
」
を
街
字
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
の
A
型
に
入
る
も
の
は
、
左
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

然
而
到
罰
剣
劫
」
璽
一
口
ノ
非
人
ト
成
タ
リ
（
四
三
1
）

以
上
の
各
A
型
に
対
し
て
B
型
の
全
例
を
示
す
の
は
繁
境
で
あ
り
、
漢
文
の
読
み
下
し
で
な
い
の
で
、
漢
文
化
し
て
語
序
の
変
わ
る
も
の
か
ど
う

か
の
判
断
の
つ
き
か
ね
る
も
の
も
少
々
存
し
て
い
る
。
B
型
の
数
値
は
A
型
の
十
数
倍
存
す
る
と
は
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
A
型
が
動
詞
に
対
す

る
位
置
の
語
が
単
語
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
も
見
て
と
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
よ
も
す
が
ら
」
に
漢
語
「
意
夜
」
を
宛
て
る
（
色
菓
芋
類

抄
）
が
、
そ
の
用
字
法
が
説
経
部
（
一
〇
4
）
に
あ
る
。
そ
れ
が
説
話
部
で
「
夜
克
泣
悲
テ
」
（
三
六
5
）
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
読
み
下
し
の
傾
向

に
添
う
も
の
で
あ
る
。

2
、
自
立
語
と
辞

『
今
昔
物
語
集
』
『
打
開
集
』
等
に
お
い
て
、
「
令
」
「
不
」
な
ど
の
辞
を
用
い
る
時
、
「
令
修
」
「
不
立
」
な
ど
と
漢
文
形
式
を
採
る
こ
と
が
多



い
。
．
漢
文
式
表
記
の
影
響
の
濃
い
本
書
に
あ
っ
て
は
、
当
然
A
選
が
多
い
の
で
あ
る
。

返
読
表
記
の
可
能
な
辞
と
し
て
、
本
書
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

不
　
束
　
不
能
　
非
　
可
　
令
　
被
　
難
　
錐
　
倣
　
以

こ
れ
ら
が
語
順
の
点
で
ど
う
い
う
様
相
を
示
し
て
い
る
か
を
、
・
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
で
き
る
だ
け
説
話
部
の
中
で
の
全
例
を
示
す
こ
と
に
す

る
が
、
「
不
」
な
ど
例
の
多
い
も
の
は
、
一
部
を
載
せ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
不
〕
　
全
て
返
読
　
－
　
A
型
で
あ
る
。

卦
掛
忠
不
l
仁
志
シ
テ
只
日
夜
美
ヲ
恋
ヒ
思
フ
（
三
〇
4
）

君
ハ
利
L
邦
ヤ
。
我
ハ
即
汝
ガ
夫
け
（
三
〇
空
　
何
故
聖
利
妄
誓
≡
2
）

「
ズ
」
の
活
用
形
で
読
む
例
は
多
量
で
あ
る
の
で
、
次
に
ジ
を
示
す
。

彼
レ
ヲ
哀
ガ
為
一
元
眉
書
け
云
テ
（
三
七
5
）

利
如
1
義
レ
若
シ
生
”
人
界
二
有
ラ
ム
時
こ
、
都
テ
更
。
物
不
l
云
け
念
枇
（
四
五
6
）

こ
の
よ
う
に
A
型
で
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
不
㌧
テ
念
二
菩
提
心
一
ヲ
ご
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
A
型
と
い
っ
て
も
、
直
接
に

つ
く
動
詞
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

〔
不
可
〕
　
漢
文
調
の
濃
い
形
式
で
あ
る
。

更
不
レ
可
こ
往
趣
云
々
　
l
（
三
七
空
　
　
　
七
宝
不
可
称
計
（
四
一
1
1
）

〔
不
能
〕
　
A
型
で
あ
る
。
「
能
」
の
用
法
と
し
て
は
A
・
B
各
一
．
例
と
な
る
。

人
ハ
其
身
甚
憂
破
け
。
剤
醜
寄
近
ズ
。
天
ハ
其
ノ
依
報
尤
微
妙
相
。
所
以
二
遠
ク
在
空
テ
、
近
ク
地
二
至
事
荊
飽
け
（
三
言
～
4
）

「
不
能
」
の
後
例
は
フ
ノ
ウ
と
も
読
め
る
が
、
や
は
り
統
一
し
て
お
き
た
い
。

後
例
が
「
能
」
と
し
て
の
B
型
を
採
っ
た
の
は
「
遠
ク
在
‰
エ
テ
、
近
ク
地
l
壷
」
全
体
を
承
け
る
た
め
、
A
型
に
記
し
え
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
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〔
末
〕
　
A
型
1
例
の
み
。
再
読
す
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

互
本
意
未
遂
㌢
生
涯
ヲ
別
レ
去
聖
（
三
二
6
）

〔
非
〕
　
A
型
1
例
、
B
型
2
例
と
な
っ
て
い
る
。

［
〓
］
等
ノ
七
宝
ハ
是
レ
転
輪
聖
王
ノ
依
報
ノ
宝
也
。
今
期
所
出
ズ
（
四
〇
1
）

善
悪
ノ
諸
法
ハ
往
因
二
渕
ト
云
事
荒
シ
（
三
八
6
）

蔵
ノ
内
境
ノ
問
二
七
宝
充
満
当
痢
ズ
（
四
〇
3
）

A
型
の
例
は
棲
弥
離
長
者
説
話
に
入
っ
た
七
宝
の
説
明
で
、
や
や
固
い
文
体
の
中
に
あ
る
。
B
型
の
例
は
、
一
つ
は
二
重
否
定
の
複
雑
な
の

と
、
一
つ
は
「
蔵
ノ
内
境
ノ
問
」
の
句
が
あ
る
も
の
と
で
、
「
非
所
出
」
0
簡
単
な
構
造
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
′
A
型
に
は
表
激
し
が
た
い
も
の
で

あ
る
。

〔
元
〕
　
こ
れ
は
「
不
」
の
類
と
は
異
な
り
、
・
体
言
に
伴
い
、
そ
の
非
存
在
を
い
う
詞
で
あ
る
。
た
だ
A
型
も
B
型
も
多
く
見
受
け
る
の
で
、
こ
こ

で
整
理
し
て
お
き
た
い
。

A
型
は
左
の
2
例
の
外
は
、
複
合
形
容
詞
と
し
て
固
定
し
た
感
が
あ
る
。

大
黒
闇
地
獄
、
元
有
出
期
云
々
　
（
三
三
9
）
　
∧
説
話
外
、
経
文
＞

大
河
け
。
荒
船
丹
而
渡
。
（
三
六
9
）

元
限
シ
（
四
二
1
1
）

天
極
シ
　
（
三
四
6
、
三
四
1
2
、
三
六
4
．
、
三
七
4
、
三
八
9
、
四
〇
5
、
由
二
9
4
四
三
4
、
四
四
9
）

荒
比
シ
（
四
二
一
望
　
　
荒
隻
シ
（
三
四
1
）
　
　
元
由
シ
　
（
四
二
曇

B
型
に
は
「
体
言
＋
荒
シ
」
と
「
…
・
コ
ト
充
シ
」
の
二
種
が
あ
る
。

○
出
離
ノ
期
先
シ
（
三
四
曇
　
　
・
他
ノ
男
女
ノ
子
元
シ
二
三
五
8
）



男
女
ノ
親
族
荒
シ
三
五
8
）
　
　
只
辺
界
二
人
ノ
近
親
充
シ
（
三
五
空

可
レ
渡
キ
様
元
シ
（
三
六
1
0
）
　
　
　
見
二
甲
斐
荒
シ
（
三
七
1
）

存
テ
甲
斐
荒
シ
（
三
七
4
）
　
　
　
唯
一
人
ノ
子
荒
シ
（
三
八
8
）

吏
二
王
宮
及
ビ
朝
ノ
内
嘉
シ
（
四
〇
6
）
　
惣
誓
還
元
シ
（
四
二
竺

我
が
愁
苦
天
空
貴
（
三
八
1
1
）
　
何
故
㌍
…
言
語
売
調
（
四
四
1
0
）

○
善
悪
′
諸
法
ハ
往
因
二
非
ト
云
事
考
シ
（
三
八
6
）

日
月
ノ
光
ヲ
鬼
は
元
シ
（
四
五
ヱ

右
の
範
囲
で
言
え
ば
、
「
…
コ
ト
ナ
シ
」
料
B
型
の
み
で
あ
り
、
他
の
瑠
型
例
は
、
「
可
渡
キ
」
「
一
人
ノ
」
と
い
っ
た
修
飾
句
の
あ
る
場
合
、

「
見
ニ
」
「
存
テ
」
「
王
宮
及
ヒ
朝
ノ
内
ニ
」
と
い
う
補
語
の
あ
る
場
合
、
「
甲
斐
」
「
愁
苦
」
「
言
語
」
と
い
う
漢
字
二
字
表
記
の
和
語
漢
語
、
こ
の
よ

う
な
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
眼
を
転
じ
て
言
え
ば
、
A
型
は
、
体
言
一
字
に
限
ち
れ
、
熟
合
の
傾
向
が
あ
る
。
「
売
出
期
シ
」
の
み
「
出
」
と
い
う
修

飾
が
つ
く
が
、
こ
れ
は
出
家
功
徳
経
の
経
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

〔
難
〕
　
こ
れ
は
「
尤
」
の
A
型
に
似
て
い
る
。

落
ル
涙
難
禁
シ
（
四
三
3
）
　
悲
バ
涙
難
禁
シ
（
周
三
M
）

元
益
ノ
言
難
忍
シ
百
五
5
）

〔
可
〕
　
全
て
A
型
で
あ
る
。

願
ハ
弥
勇
猛
ノ
心
ヲ
以
テ
本
願
ノ
伽
藍
ヲ
可
奉
崇
シ
（
二
二
1
1
）
　
可
シ
亦
（
三
一
2
）

四
徳
ノ
菩
提
可
得
シ
（
三
四
ュ
）
　
　
可
ヰ
産
期
至
ヌ
（
三
五
望

可
渡
キ
様
荒
シ
（
三
六
1
0
）
．
　
現
世
当
世
ノ
ロ
業
ヲ
可
慎
シ
（
三
八
7
）

将
来
可
悲
シ
（
三
八
8
）
　
我
最
後
可
悲
シ
（
三
八
1
1
）
　
皆
退
転
ヲ
可
シ
成
（
四
二
3
）
　
大
王
位
ヲ
可
譲
尋
（
四
二
望
　
即
可
還
シ
（
四
三

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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11）

既
指
の
「
不
可
」
も
含
め
て
、
全
て
A
型
は
当
然
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
接
す
る
動
詞
に
か
か
っ
て
く
る
目
的
語
な
ど
は
、
全
て
上
に
置
か

れ
、
「
可
」
は
動
詞
の
直
上
に
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
読
み
下
し
文
に
お
け
る
僅
か
の
漢
文
色
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

〔
被
〕
　
三
例
と
も
A
型
で
あ
る
が
、
一
例
が
可
能
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
る
。
原
漢
文
に
対
応
す
る
句
が
な
く
、
修
辞
的
増
補
部
分
で

あ
る
。山

二
被
放
拾
ル
（
四
四
2
．
）
　
（
四
四
9
）

即
心
迷
ヒ
臆
等
物
不
被
云
ズ
（
三
七
8
）

＜
受
身
＞

＜
可
能
＞

〔
令
〕
　
全
て
A
型
で
あ
る
。

其
晋
善
道
ヲ
令
l
旋
”
後
二
此
天
。
朝
生
宝
ハ
ニ
夫
妻
雷
（
三
二
6
・
7
）

天
ノ
通
力
ヲ
以
テ
彼
人
㌢
…
…
常
二
仏
塔
ヲ
剰
修
治
メ
…
…
生
天
ノ
業
ヲ
倒
レ
殖
メ
ツ
（
三
二
8
）

願
ハ
大
王
へ
我
ヲ
許
テ
剣
出
家
（
三
五
．
1
）

録
ノ
針
ヲ
以
テ
其
頭
上
ヲ
刺
テ
終
二
令
命
終
”
（
三
八
望

大
王
蘇
峰
二
太
子
ヲ
将
テ
深
山
一
l
令
放
拾
給
。
即
卸
共
二
令
随
順
ル
仕
卒
亦
衆
多
け
（
四
三
8
）

漢
文
法
に
准
ず
れ
ば
初
例
は
「
令
修
其
善
道
」
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
令
修
」
の
み
は
漢
文
式
で
あ
↓
て
、
変
質
は
漢
文
に
な
り
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

〔
如
〕
　
「
如
此
シ
」
4
例
を
除
け
ば
、
A
型
5
、
B
型
3
と
な
る
。

○
諸
ノ
罪
悪
其
身
。
箆
如
大
海
（
三
三
8
）
　
地
l
癌
㍑
如
雨
シ
（
四
一
5
）
　
崇
メ
カ
シ
ッ
ク
事
如
白
玉
シ
（
四
二
1
0
）
　
苦
二
迫
㌢
如
死
シ

（
四
五
3
）
　
　
夏
ハ
熟
炎
ノ
苦
二
遭
テ
如
汝
シ
（
四
五
4
）

○
人
間
二
在
リ
キ
。
庸
二
在
ガ
如
シ
（
三
一
8
）



観
見
ル
こ
生
天
ノ
宿
因
上
二
云
ガ
如
シ
．
（
三
土
1
0
）

影
ゲ
地
ノ
底
－
貞
㍍
清
キ
水
研
勅
鏡
ノ
如
シ
（
四
一
2
）

「
：
コ
ト
　
ー
　
ノ
如
シ
」
で
は
A
型
に
な
り
易
い
が
、
そ
の
体
言
に
「
清
手
水
研
時
」
と
い
う
修
飾
が
つ
い
て
は
A
型
に
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

「
‥
㌻
ガ
如
シ
」
で
は
「
…
」
が
数
文
節
よ
り
成
る
常
か
ら
見
て
、
B
型
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

〔
以
〕
　
A
型
3
例
　
　
B
型
1
0
例

○
以
白
銀
地
下
作
誓
四
〇
8
）
　
我
レ
以
炭
食
ヲ
不
義
ズ
（
四
一
6
）
　
以
矢
作
迄
給
∵
四
一
7
）

○
天
眼
ヲ
以
観
月
㌘
（
三
〇
5
）
　
勇
猛
ノ
心
ヲ
以
テ
（
三
一
空
　
　
勇
猛
ノ
心
ヲ
以
テ
…
…
伽
藍
ヲ
可
奉
崇
シ
（
≡
望

天
眼
ヲ
以
テ
見
ル
ニ

（
三
二
4
）
　
　
天
ノ
通
力
ヲ
以
テ
…
…
令
修
治
メ
（
三
二
7
）
　
天
眼
ヲ
以
テ
観
見
ル
。
（
三
二
1
0
）
　
餓
ノ
針
ヲ
以
テ
其
額
上
ヲ
刺
テ
（
三
八
望

金
銀
ル
リ
等
ヲ
以
作
ル
（
四
〇
4
）
　
黄
金
ヲ
以
作
ル
（
四
〇
9
）
　
紺
ル
リ
ヲ
以
テ
純
。
為
地
リ
（
四
〇
1
0
）

A
型
は
説
話
F
に
限
ら
れ
て
い
る
。

〔
依
〕
　
A
型
1
、
B
型
6
例
で
あ
る
。

○
依
其
功
徳
、
従
其
以
来
生
々
孟
心
道
三
不
堕
ズ
（
四
二
5
）

○
塔
寺
ノ
功
徳
二
依
テ
（
三
〇
6
）
　
其
ノ
造
立
供
養
ノ
功
徳
二
依
（
三
〇
空

音
ノ
ム
ツ
ど
こ
依
テ
（
三
言
）
　
其
ノ
報
二
依
（
三
九
2
）

彼
ノ
罪
報
二
依
テ
（
四
五
2
）
　
　
彼
ノ
念
力
ノ
功
徳
二
依
（
四
五
7
）

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
に
、
漢
文
の
辞
類
で
、
「
不
」
「
被
」
「
令
」
な
ど
日
本
語
で
も
助
動
詞
で
も
読
ま
れ
る
も
の
に
は
、
．
読
み
下
し
式
の
「
あ

に

あ

ら

す

　

あ

た

は

ず

　

に

よ

り

て

　

ど

と

し

ら
不
」
の
よ
う
な
表
記
法
は
見
ら
れ
な
い
。
他
の
「
非
」
「
不
能
」
「
依
」
「
如
」
な
ど
実
質
は
助
動
詞
で
あ
っ
て
も
、
形
で
は
自
立
語
に
見
な
し

う
る
場
合
に
、
B
型
が
出
現
す
る
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
が
直
接
に
接
す
る
用
言
・
体
言
の
類
が
修
飾
語
を
持
た
な
い
単
独
の
場
合
に
は
、
な
お
A

型
を
多
く
と
る
が
、
語
句
の
多
く
付
く
場
合
は
B
型
に
な
る
。
文
の
終
尾
に
用
言
が
き
て
、
そ
の
末
に
辞
が
つ
く
と
い
う
日
本
語
の
性
質
か
ら
見

金
沢
文
庫
蔵
仏
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れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。

二
、
宣
命
体
表
記

既
に
数
多
く
例
示
し
た
と
こ
ろ
で
知
れ
る
如
く
、
本
書
は
宣
命
体
表
記
を
採
っ
て
い
る
。
漢
字
は
誤
写
の
僅
か
を
除
け
ば
全
て
大
▼
字
で
あ
る
。

助
詞
・
助
動
詞
・
送
り
仮
名
は
大
旨
、
小
字
双
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
大
体
の
傾
向
が
あ
る
。

○
後
二
　
元
量
ノ
快
楽
ヲ
　
掃
治
ス

○
命
賂
”
生
け
　
煩
盛
け
　
不
来
丹

不
念
シ
テ
　
見
ム
ガ
為
二
　
人
天
ゾ
ト

○
兢
々
－
㌢
　
落
翌
　
交
㌢
　
（
磯
サ
ム
ヤ
）

○
来
㍑
　
修
治
霊
　
其
鍔
　
（
離
㌣
ム
）

右
は
傾
向
で
あ
っ
て
、
括
弧
内
の
如
き
例
外
も
存
す
る
。
字
を
書
く
べ
き
紙
面
の
隙
に
よ
る
例
外
の
発
生
な
ど
が
あ
り
、
傍
訓
と
区
別
の
つ
か

ぬ
場
合
も
あ
る
。
片
仮
名
書
き
自
立
語
が
「
出
家
鍔
㍍
制
止
」
（
三
三
7
）
の
よ
う
に
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
大
字
表
記
、
例
「
昔
ノ
ム
ツ
ビ
ニ

依
テ
」
　
（
三
一
5
）
、
と
の
相
違
は
見
出
し
が
た
い
。

宣
命
体
表
記
と
し
て
は
、
．
ぎ
し
た
る
問
題
を
見
出
さ
な
い
。

三
、
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記

漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
お
い
て
、
漢
字
は
、
そ
の
本
性
の
ま
ま
、
概
念
を
示
す
機
能
を
中
心
と
し
、
片
仮
名
は
、
表
音
文
字
と
し
て
、
漢
字
で

は
表
現
し
え
な
い
日
本
語
の
特
性
部
分
、
助
詞
・
助
動
詞
・
活
用
語
尾
の
表
記
に
中
心
が
あ
る
。
但
し
、
漢
文
の
よ
み
下
し
文
な
ら
ば
、
こ
の
通

り
で
あ
ろ
う
が
∵
日
本
語
の
表
現
と
し
て
の
文
章
表
現
に
お
い
て
は
、
こ
の
異
種
の
文
字
の
選
択
に
は
、
一
面
的
に
統
一
で
き
な
い
現
象
が
起
っ



て
く
る
。
ま
ず
、
表
記
の
安
定
性
の
強
い
説
話
部
で
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

1
、
漢
語

漢
語
は
漢
字
表
記
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
「
夫
妻
、
両
人
、
一
人
、
戒
善
、
三
宝
、
信
敬
」
等
枚
挙
に
蓮
が
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

片
仮
名
表
記
の
漢
語
が
僅
か
に
あ
る
。

サ
ヱ
城
（
三
二
1
）
　
　
サ
ヱ
国
（
三
三
空
　
　
合
ヱ
国
（
三
九
5
）
　
　
南
エ
フ
提
（
三
二
5
）
　
　
バ
ラ
門
（
三
三
9
・
1
2
・
誓
　
　
ヒ
ハ
シ

仏
（
四
二
1
）

ル
リ
（
三
九
1
1
、
四
〇
3
・
1
4
、
四
一
3
）
　
　
紺
ル
リ
（
四
〇
9
）

こ
れ
ら
は
「
舎
衛
」
「
闇
路
提
」
「
婆
羅
門
」
「
毘
婆
戸
仏
」
「
琉
璃
」
と
あ
れ
ば
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
仮
名
書
き
に
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

漢
字
が
表
音
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
意
味
を
喚
起
し
な
い
た
め
に
違
い
な
い
。
片
仮
名
書
き
で
も
差
し
支
え
な
く
、
労
力
が
軽
減
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
類
で
漢
字
書
き
の
も
の
に
、

底
留
城
、
優
陀
羨
（
三
四
4
）
　
　
檀
弥
離
（
三
九
ヱ
　
　
旦
弥
離
（
三
九
8
・
9
、
四
〇
5
・
6
、
四
一
4
・
曇
　
　
弥
離
（
四
一
8
・
1
0
）

披
羅
奈
国
（
四
二
8
）

な
ど
が
あ
る
。
・
従
っ
て
、
漢
訳
梵
語
の
う
ち
表
音
式
の
も
の
が
全
て
片
仮
名
表
記
に
な
る
の
で
は
な
い
が
、
片
仮
名
表
記
の
方
か
ら
は
右
の
よ
う

に
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Z
、
一
和
語
（
自
立
語
）

和
語
′
（
自
立
語
）
　
の
片
仮
名
表
記
例
は
、
説
話
部
分
で
意
外
に
少
な
い
。

番
薫
薇
”
諸
方
1
三
ホ
ヒ
（
三
〇
8
）
　
イ
ザ
彼
ノ
父
ノ
梵
志
ノ
家
二
往
テ
産
誓
三
五
空

音
ノ
ム
ツ
ど
こ
依
テ
（
≡
5
）
　
我
ガ
療
闇
”
㌘
給
へ
（
三
八
5
）

崇
メ
カ
シ
ヅ
ク
事
（
四
二
9
）
　
　
王
宮
ニ
カ
シ
ヅ
イ
テ
（
四
三
5
）
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四

元
号
ワ
カ
タ
ワ
ヲ
筆
ド
（
四
三
9
）
　
一
人
け
へ
二
三
七
1
0
）
　
女
人
鑑
（
四
四
は
）
　
穴
ウ
レ
シ
（
四
四
4
）
　
落
雪
（
三
〇
8
）

右
の
ど
と
く
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
先
ず
感
動
詞
「
イ
ザ
」
が
仮
名
書
き
で
あ
る
の
は
当
然
の
姿
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
　
（
「
去
来
」
を
宛
て
る
用
法

が
既
に
存
し
て
い
て
も
）
。
次
に
形
容
詞
「
ウ
レ
シ
」
も
そ
の
主
観
性
の
強
さ
か
ら
漢
字
表
記
が
ぴ
っ
た
り
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
黒
川
本

色
葉
学
類
抄
に
「
嬉
」
以
下
全
六
字
を
載
せ
て
い
る
が
）
。
動
詞
「
ニ
ホ
フ
」
も
適
当
な
漢
字
が
な
く
、
「
句
」
字
か
ら
「
匂
」
（
国
字
）
に
結
び
つ
く
過

（5）

程
を
小
松
英
雄
氏
が
詳
細
に
追
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
仮
名
書
を
採
っ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。
動
詞
「
か
し
づ
く
」
も
王
朝
的

な
主
観
性
の
ま
つ
わ
る
語
で
あ
っ
て
、
前
田
本
色
菓
字
類
抄
で
は
「
饅
」
以
下
全
十
一
字
を
載
せ
、
そ
の
中
の
「
倖
」
に
後
で
は
傾
い
て
ゆ
く
。

こ
こ
で
は
ま
だ
漢
字
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
二
例
の
「
け
へ
」
に
は
共
通
性
が
あ
る
。
伊
勢
物
語
の
　
「
修
行
者
あ
ひ
た
り
」

以
来
の
、
出
会
う
相
手
を
主
体
に
お
く
特
殊
な
表
現
で
あ
る
。
仏
教
説
話
集
に
「
値
」
六
例
「
遇
」
五
例
の
「
あ
ふ
」
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は

右
の
用
法
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ど
ち
ら
の
漢
字
も
適
当
で
な
い
た
め
に
、
片
仮
名
書
き
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ム
ツ
ビ
」
は
、
「
脈

詣
㌢
」
（
一
一
1
0
）
「
服
貴
マ
」
（
六
1
）
と
同
じ
く
「
梶
」
を
採
っ
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
で
は
「
眠
ム
ツ
フ
」
以
下
六
字
を

載
せ
て
い
る
。
但
し
「
睨
」
を
採
っ
た
二
例
と
も
全
訓
送
り
仮
名
に
な
っ
て
い
る
点
に
、
「
眠
」
の
訓
と
し
て
の
固
定
皮
の
弱
き
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
「
ム
ツ
ヒ
」
と
い
う
仮
名
書
も
存
立
し
え
た
基
盤
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
カ
タ
ワ
」
は
複
合
語
で
後
世
は
宛
字
に
落
着
く
が
、
当

代
で
は
固
定
的
漢
字
表
記
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
る
「
ナ
グ
サ
メ
」
「
カ
ケ
ル
」
　
は
漢
字
表
記
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、

片
仮
名
書
き
の
積
極
的
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
少
数
の
片
仮
名
書
き
例
に
は
大
体
の
理
由
を
見
出
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
和
語
漢
字
表
記
の
誤
用
例
と
し
て
、
宛
字
の
あ
る
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
。
説
話
部
で
は
一
例
存
す
る
。

穴
ウ
レ
シ
　
（
四
四
4
）

「
浄
潔
香
薫
ノ
割
判
出
身
」
（
三
一
9
）
は
語
源
に
分
析
し
た
表
記
例
で
あ
る
。

3
、
和
語
（
辞
）



助
動
詞
・
助
詞
は
漢
字
表
記
す
る
こ
と
の
む
つ
か
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
漢
文
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
漢
字
表
記
も
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
書
説
話
部
に
見
る
範
囲
で
、
逐
一
記
し
て
ゆ
き
た
い
。

「
る
・
ら
る
」
受
身
に
「
披
」
を
用
い
る
（
既
出
）
が
、
仮
名
書
き
も
あ
る
。
中
で
、
次
例
は
「
（
こ
ろ
さ
れ
）
ヌ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

夫
毒
蛇
ノ
為
二
饗
珂
致
ヌ
（
三
六
3
）

説
話
部
外
で
あ
る
が
、
．
「
或
時
ハ
四
重
ノ
黒
軍
産
覆
テ
」
（
五
1
）
も
「
お
は
は
れ
テ
」
と
読
み
た
い
個
所
で
あ
る
。

「
し
む
」
「
令
」
を
用
い
る
（
既
出
）
。
仮
名
書
き
が
な
い
。

「
ず
」
「
不
」
を
用
い
る
。
説
話
部
分
に
は
「
不
」
を
用
い
な
い
仮
名
書
の
み
の
例
を
見
な
い
。

「
じ
」
「
不
」
を
用
い
て
「
シ
」
を
禰
な
う
。
「
二
言
更
。
不
云
け
」
の
如
く
で
あ
る
。
仮
名
書
の
み
の
例
は
な
い
。

「
む
」
「
共
テ
天
妻
琶
（
三
二
7
）
の
よ
う
に
意
志
の
場
合
も
「
将
」
を
用
い
な
い
。
本
書
で
相
当
に
漢
字
表
記
の
辞
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

「
将
」
の
な
い
の
は
興
味
深
い
。
な
お
、
「
同
ク
座
㌣
欲
ハ
、
」
（
三
這
）
の
よ
う
に
「
欲
」
が
説
話
部
外
に
3
例
計
4
例
存
し
て
い
る
。

「
べ
し
」
「
可
」
を
用
い
る
。
説
話
部
分
で
は
仮
名
書
を
用
い
な
い
。

「
な
り
」
指
定
に
は
「
也
」
を
用
い
る
。
但
し
、
説
話
部
分
で
は
二
例
で
あ
る
。

仏
ハ
三
達
五
限
ノ
徳
ヲ
具
”
衆
生
ノ
苦
ヲ
済
給
者
也
（
三
八
4
）

七
宝
看
二
種
、
一
者
…
…
七
虎
碧
旦

l
二
者
…
…
七
主
兵
神
宝
け
（
三
九
讐

右
の
後
例
は
説
話
F
の
中
に
七
宝
の
説
明
が
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
説
話
部
に
「
ナ
リ
」
は
数
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
也
」
を
ほ
と
ん
ど
用
い

な
い
の
は
、
興
味
深
い
。

「
の
」
漢
字
「
之
」
に
は
連
体
格
助
詞
「
の
」
に
近
い
用
法
が
あ
る
の
で
、
し
ば
し
ば
二
の
」
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
説
話
部
分
で

況
長
大
過
半
剖
比
等
款
王
宮
二
居
給
い
乎
（
四
三
7
）

と
い
う
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
異
色
を
感
じ
さ
せ
る
一
つ
で
あ
る
。
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「
か
」
　
「
欣
」
が
二
個
所
用
い
ら
れ
て
い
る
。

切
利
天
ノ
善
法
羞
欽
ト
思
ユ
（
四
〇
望
　
浮
桝
水
款
ト
思
テ
（
四
丁
）

「
よ
り
」
　
「
従
」
が
あ
る
。
仮
名
書
の
方
が
多
い
。

従
其
以
来
生
々
悪
道
二
不
堕
ズ
（
四
二
5
）

「
か
な
」
　
「
哉
」
が
五
例
あ
り
、
仮
名
書
は
見
当
ら
な
い
。

哀
哉
、
昨
ノ
夜
ハ
荒
野
㌢
年
来
ノ
夫
二
後
払
。
（
三
七
2
）

「
や
」
　
「
平
」
が
一
例
存
す
。

王
宮
二
居
給
い
乎
（
四
三
7
）

「
て
而
」
「
崩
者
」
「
に
於
」
「
を
於
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
が
漢
字
表
記
に
係
わ
る
助
動
詞
・
助
詞
で
あ
る
。
「
将
」
「
也
」
「
之
」
な
ど
意
外
な
感
の
受
け
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
也
」

「
之
」
は
説
話
部
分
外
で
は
多
く
用
い
る
の
で
あ
る
。

送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
全
巻
を
一
つ
に
し
て
後
に
と
り
上
げ
る
。

三
、
説
経
部
の
表
記

説
経
部
の
例
を
二
種
挙
げ
て
お
き
た
い
。

○
唯
牛
頭
馬
頭
ノ
以
銭
刀
ヲ
剣
ハ
ギ
皮
割
誓
ム
髄
」
極
テ
堰
へ
難
忍
難
関
ク
苦
ヲ
受
ケ
憂
ヲ
懐
ケ
ル
輩
ラ
逼
誓
相
ヒ
遇
7
時
ハ
苦
患
難
忍
事
ヲ
バ
不
語
相
互
”

読
㌣
砕
キ
ス
ヂ
ヲ
断
テ
骨
ヲ
折
㍍
猟
者
ノ
如
兄
が
鹿
」
（
四
6
～
9
）

○
勇
猛
之
志
抽
誓
癖
浄
之
誠
図
仏
菩
薩
之
尊
容
写
一
乗
経
之
英
文
其
者
何
者
世
々
生
々
人
間
之
生
難
受
天
童
広
劫
之
間
仏
法
之
縁
難
結
ビ
央
設

任
二
有
受
人
身
時
而
生
遇
正
教
流
布
之
世
希
ナ
リ
（
二
八
3
～
5
）



右
は
既
に
見
て
き
た
説
話
部
と
は
ま
こ
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
、

キ
ラ
ム
ダ
一
－

以
t
恋
刀
う
計
等
皮
（
ヲ
）
割
㌢
　
髄
ヲ
嘩
ア
堰
へ
難
（
ク
）
難
（
シ
）
忍
（
ビ
）

と
ま
ず
解
し
て
み
る
。
漢
文
式
語
順
の
中
に
「
塔
へ
難
」
に
は
和
文
の
語
順
が
見
え
る
。
次
い
で
「
苦
ヲ
受
ケ
、
憂
ヲ
懐
ケ
ル
」
と
あ
っ
て
、
和
文
の

調
子
で
あ
る
が
、
「
不
語
」
「
如
レ
見
㌔
庇
ヲ
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
目
ま
ぐ
る
し
く
、
語
順
の
あ
り
方
が
入
れ
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
者
は
大
体
漢
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

抽
二
清
浄
之
誠
へ
図
二
仏
菩
薩
之
尊
容
1
写
二
乗
経
之
真
文
へ

「
其
者
何
者
」
は
「
そ
れ
は
い
か
に
と
な
れ
ば
」
で
あ
ろ
う
。
対
句
表
現
を
織
り
交
ぜ
る
と
こ
ろ
に
も
、
雄
弁
を
競
っ
た
様
子
が
反
映
し
て
い
る
。

漢
文
式
文
章
は
多
く
な
い
が
、
和
文
と
の
中
間
状
況
の
文
章
が
続
き
、
混
沌
と
し
た
さ
ま
を
示
し
て
い
る
。
本
文
の
翻
字
が
な
け
れ
ば
詳
細
を
伝

え
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

説
経
部
分
は
右
の
ど
と
く
で
あ
る
。
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記
の
交
渉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
分
も
豊
か
な
も
の
を
持
っ
て
お
り
、
用

例
を
追
加
す
る
こ
と
に
す
る
。
送
り
仮
名
と
振
り
仮
名
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
全
巻
を
見
渡
し
て
ま
と
め
て
み
る
。

一
、
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記

1
、
漢
語

漢
語
で
片
仮
名
書
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

ア
ス
ラ
王
（
二
〇
誓
　
　
ア
、
、
、
タ
如
来
（
二
二
8
、
四
九
6
）

二
九
8
）
　
　
サ
タ
王
子
（
二
五
1
1
）
　
　
サ
ハ
若
海
（
二
一
6
）

ア
ミ
タ
仏
（
八
1
1
、
四
六
9
）
　
　
迦
ヒ
ラ
国
（
五
一
9
）

サ
ン
提
ラ
ン
国
（
二
六
3
）
　
　
戸
ヒ
王
（
五
〇
曇

サ
タ
（
二
三
9
、

ス
羅
（
二
一
4
）

ハ
ラ
蜜
（
二
二
4
、
土
五
ほ
、
五
〇
1
3
・
望
空
1
・
2
）
　
披
ラ
蜜
（
二
二
3
）
　
　
ミ
タ
（
一
九
1
）
　
　
ミ
タ
善
逝
（
二
六
2
）
　
　
ミ
タ

如
来
（
二
六
3
・
5
・
8
、
二
七
7
、
四
六
7
）

サ
コ
　
（
一
九
5
）

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
衰
記
体
系



鎌
　
倉
　
時
．
代
．
琴
研
　
究
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

右
の
う
ち
「
阿
弥
陀
、
薩
多
王
子
、
弥
陀
、
珊
瑚
」
に
は
漠
字
書
が
あ
る
。
一
般
の
漢
語
で
片
仮
名
書
の
あ
る
の
は
、
次
例
の
み
で
あ
る
。

親
ソ
ク
（
〓
9
）
＜
親
族
四
2
、
三
五
8
＞

ア
ク
ゴ
　
（
二
二
8
）
　
＜
期
三
三
8
、
三
四
1
2
、
三
五
1
2
＞

仮
名
書
の
理
由
は
把
振
で
き
な
い
。

2
、
和
語
（
自
立
語
）

説
経
部
に
は
和
語
の
仮
名
書
が
多
い
。
そ
れ
を
ま
ず
形
容
詞
よ
り
並
べ
て
み
る
。
同
語
の
漢
字
表
記
が
あ
れ
ば
併
せ
て
載
せ
る
。

ア
ヤ
ウ
（
四
六
4
）
＜
危
四
七
4
、
危
、
、
三
一
4
＞
　
ウ
レ
シ
（
四
四
4
）
　
ウ
シ
カ
ル
（
五
1
1
）
＜
楽
”
㌢
四
九
6
＞
　
オ
ホ
ツ
カ
ナ
（
二
九

1
2
、
四
七
1
2
）
　
　
ヲ
モ
シ
ロ
キ
　
（
二
一
1
2
、
二
二
1
）
　
∧
面
目
口
キ
二
一
1
1
＞
　
　
ス
カ
ナ
シ
　
（
〓
1
）
　
　
ス
サ
マ
シ
（
二
一
2
、
二
二
7
）

ナ
ツ
カ
シ
キ
　
（
二
〇
5
）
　
　
ナ
ツ
カ
シ
ク
　
（
二
一
1
2
）
　
　
ナ
ツ
カ
シ
　
二
三
2
）
　
＜
元
カ
シ
一
三
2
＞

メ
テ
ク
ウ

6
）
　
　
メ
テ
ク
ウ
　
（
一
九
8
・
1
1
）
　
∧
好
　
二
八
1
＞
　
　
ヤ
マ
シ
ウ
　
（
四
九
4
）
　
　
ヲ
カ
シ
　
（
〓
5
）

メ
テ
ク
キ
　
（
一
一
3
、
二
一
1
1
、
二
二

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
情
意
語
が
集
中
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
中
の
い
く
つ
か
に
漢
字
を
宛
て
う
る
け
れ
ど
、
宛
字
で
あ
っ
た
り
、
無
理

な
感
じ
の
伴
う
も
の
で
あ
る
。
「
ス
カ
ナ
シ
」
は
実
例
の
少
な
い
語
で
あ
る
。
形
容
動
詞
の
、

コ
マ
ヤ
カ
ナ
ル
　
（
二
〇
7
）

も
あ
る
。
動
詞
で
は
、

ア
カ
メ
ラ
レ
　
（
一
〇
8
）
　
＜
崇
三
一
1
1
、
四
二
9
、
四
四
4
＞

ア
ク
ゴ
　
（
二
二
8
）
　
　
ア
ナ
ツ
ル
　
（
一
四
l
C
）

（
二
二
1
）
　
　
ヲ
コ
タ
ラ
ム
　
（
一
〇
6
）
　
　
カ
、
・
ヤ
カ
シ
　
（
一
九
6
・
7
）
　
　
カ
、
リ
　
（
五
6
）
　
＜
懸
ル
三
六
1
3
＞

ウ
セ
　
（
五
1
1
）
　
ウ
ツ
ロ
フ

カ
キ
ア
ケ
　
（
二
三
6
）

＜
カ
キ
挙
レ
ハ
二
〇
5
＞
　
　
番
ヲ
カ
ク
（
二
二
6
）
　
　
カ
シ
ッ
ク
　
（
一
〇
9
、
一
三
5
）

カ
ナ
ハ
サ
ル
　
（
一
三
1
1
）
　
　
カ
レ
散
（
二
三
1
）
　
　
ク
ツ
ヲ
、
レ
　
（
〓
5
「

サ
キ

ク
ヒ
　
（
四
1
0
）
　
　
ク
、
、
、
（
一
四
1
0
、
二
〇
5
、
四
九
5
）
　
　
ク
メ
ル
　
（
四
2
）
　
　
サ
カ
ス
　
（
五
8
、
二
三
7
）
　
　
サ
ク
（
五
6
）
　
＜
割
五
〇
1
4
＞

シ
ロ
ー
シ
メ
セ
ル
　
（
九
1
）
　
　
ス
キ
　
（
〓
4
）

ソ
コ
ム
　
（
二
二
4
）
　
　
ソ
ネ
ム
　
（
一
四
1
2
）

ソ
ハ
タ
テ
　
（
二
二
1
）
　
＜
時
二
七
2
、
四
七



1

1

V

　

　

タ

＼

レ

ツ
ラ
ヌ
キ
（
五
6
）

（
一
〇
7
、
二
二
2
）

マ
カ
フ
　
（
二
二
4
）

〓
∵
4
）
・
チ
リ
ハ
メ
タ
ル
（
≡
8
）
　
ツ
ク
リ
ケ
レ
（
二
三
1
）
∧
造
四
例
、
作
八
例
＞
　
ツ
、
ム
ル
（
五
9
）

ト
＼
コ
ホ
リ
▼
（
四
九
3
）
　
ト
ヲ
サ
カ
リ
（
≡
1
0
）
　
ト
ホ
シ
（
六
9
）
　
ト
ホ
リ
〈
四
九
2
）
　
ナ
カ
ム
ル

ナ
ケ
キ
サ
ケ
フ
（
一
二
9
）
　
ナ
ケ
ケ
ト
モ
（
一
三
3
）
＜
歎
誓
、
欺
、
な
ど
十
例
＞
　
ヌ
レ
ハ
二
一
4
）
　
散
リ

マ
ナ
フ
（
四
六
2
）
　
　
ミ
カ
キ
（
一
九
望
＜
研
四
〇
M
、
四
一
2
）

ユ
リ
取
り
（
一
九
9
）
　
　
ヲ
カ
ム
奉
レ
ハ

（
四
七
讐
　
　
ヲ
シ
ツ
（
一
二
1
1
）
．
＜
惜
四
三
1
4
＞

動
詞
も
そ
れ
ぞ
れ
使
用
度
数
が
少
な
い
の
セ
あ
る
が
二
膝
を
引
咄
」
「
か
し
つ
く
」
「
（
和
歌
を
）
な
が
む
」
「
（
惜
）
さ
か
す
」
な
ど
複
数
例
の

仮
名
書
は
、
こ
の
軍
l
編
者
に
と
っ
て
漢
字
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
（
聾
ス
キ
」
も
名
詞
「
ス
キ
間
」
と
併
せ
て
み
れ

ば
、
仮
名
書
の
芽
が
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
字
表
記
が
多
い
中
に
仮
妾
が
あ
る
の
は
、
「
ツ
ク
ル
」
「
ナ
ゲ
ク
」
く
ら
い
で
あ
る
。
他

は
訓
湊
字
の
固
定
に
未
だ
し
の
．
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

体
言
を
次
に
列
挙
す
る
1
。

イ
サ
ミ
（
〓
6
）
　
ウ
ヰ
コ
ト
（
四
二
u
）
　
ウ
ラ
（
五
3
）
　
ヲ
ト
カ
ヒ
（
〓
4
）
　
カ
ケ
（
≡
望
＜
影
ケ
四
は
、
影
二
〇
6
、
四

八
4
∴
8
＞
　
カ
、
タ
ナ
ケ
シ
〈
一
九
5
）
　
カ
バ
ラ
（
一
九
6
〉
＜
瓦
ラ
二
〇
3
、
四
八
誓
瓦
二
〇
6
＞
　
カ
フ
ト
（
二
四
空
　
カ
ホ
（
一

三
7
）
　
　
コ
マ
ヒ
（
「
九
5
、
二
〇
2
）
　
サ
キ
ラ
…
ニ
2
二
四
7
、
四
六
空
　
　
ス
キ
問
（
二
〇
8
）
　
ス
チ
（
四
8
）
　
タ
ル
キ

ト

ヒ

ラ

二
九
5
、
二
〇
2
）
　
ト
ハ
リ
（
一
三
6
、
二
〇
5
）
　
ト
ヒ
ラ
（
二
〇
4
）
＜
扉
四
九
1
＞
・
ナ
キ
サ
（
四
八
5
・
9
）
　
ナ
ケ
シ
（
二
〇

3

）

　

　

ナ

コ

リ

（

一

九

2

、

二

言

）

　

ナ

サ

ケ

（

四

1

、

吾

）

　

花

フ

サ

（

二

二

4

、

二

三

1

）

　

ヒ

ト

フ

サ

（

二

三

2

）

　

　

バ

ラ

（
五
4
）
＜
腰
三
六
沼
、
四
八
加
＞
　
ヒ
サ
（
聖
ハ
7
）
＜
膝
四
そ
．
二
四
1
9
三
〇
5
、
四
九
5
＞
　
ヒ
チ
キ
（
一
九
5
、
二
〇
2
・
7
）

ム
ナ
ツ
、
ミ
（
二
〇
3
）
＜
棟
ム
ナ
ツ
、
ミ
∵
九
6
V
　
ヤ
マ
カ
、
チ
（
四
六
1
）
　
ヨ
ロ
ツ
（
八
5
）
＜
万
㌢
四
二
9
、
万
二
四
9
、
二
五
3
、
二

九
1
1
）
　
　
ヨ
ロ
ヒ
　
（
一
四
1
3
）

こ
の
中
で
は
、
家
屋
名
称
の
語
彙
が
揃
っ
て
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
「
棟
ム
ナ
ツ
、
．
ミ
」
は
1
「
ム
ナ
」
の
み
棟
と
応
ず
る
も
の
で
、
「
棟
」
の

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
．
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

一
ソ
イ
コ
し
r

訓
が
「
ム
ナ
ツ
、
、
、
、
」
で
は
な
い
。
「
初
言
」
の
「
ウ
ヰ
コ
ト
」
、
「
ヤ
マ
カ
、
チ
」
な
ど
は
稀
な
語
で
あ
る
。
「
影
」
「
瓦
」
「
腹
」
「
膝
」
「
万
」
な

ど
は
仮
名
書
に
さ
れ
た
理
由
は
つ
か
め
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
、
漢
字
表
記
し
が
た
く
思
わ
れ
、
抵
抗
を
感
じ
た
語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

残
り
を
l
挙
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

イ
カ
ニ
セ
ム
　
（
四
2
）
　
＜
何
為
＞
　
　
カ
バ
カ
リ
（
五
1
0
）
　
　
サ
ハ
カ
リ
（
四
九
5
）
　
　
サ
レ
ト
モ
　
（
九
1
）
　
　
サ
レ
ハ
　
（
二
一
3
）
　
　
サ

ル
　
（
九
3
、
一
二
6
、
一
四
3
、
二
二
1
）
　
　
ト
テ
モ
カ
ウ
テ
モ
　
二
三
7
、
一
九
3
）

口
語
的
表
現
が
残
っ
て
い
る
。
シ
カ
リ
系
の
接
続
助
詞
な
ど
は
「
本
署
」
な
ど
で
別
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

3
、
和
語
（
辞
）

説
話
部
で
採
り
上
げ
た
の
は
、
次
の
漢
字
表
記
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

被
　
令
　
不
　
可
　
也
　
之
　
款
　
従
　
哉
　
乎

こ
こ
で
は
、
単
に
用
例
を
追
加
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
省
略
し
、
新
し
い
事
象
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
ず
」
　
「
未
」
は
三
例
（
説
話
に
一
例
）
存
し
て
い
る
が
、
再
読
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

息
ヒ
ヲ
寂
レ
パ
未
免
火
血
刀
苦
ヲ
（
九
6
）

サ
ハ
苦
海
工
人
レ
バ
未
ズ
聞
三
有
（
二
一
6
）

「
こ
と
し
」
　
「
如
」
が
基
本
で
あ
る
が
、
「
若
」
が
一
例
存
す
る
。
B
型
で
あ
る
。

四
州
悪
趣
ノ
若
ハ
苦
ミ
実
二
心
モ
不
及
（
九
8
）

「
む
」
　
「
将
」
が
一
例
存
す
る
。
漠
文
体
の
個
所
で
あ
る
。

蓋
以
如
此
。
具
旨
願
文
被
裁
セ
、
可
奉
読
、
㈲
奉
尺
（
二
九
空

「
な
が
ら
」
　
「
乍
」
は
「
な
が
ら
」
と
読
む
の
で
満
ろ
う
。
四
例
存
す
る
。

婆
婆
ノ
古
郷
ハ
乍
御
座
乍
待
口
悟
侍
処
ヲ
（
九
．
3
）
．



又
夫
人
モ
乍
我
更
二
其
事
ヲ
不
知
ズ
（
三
四
8
）

シ

乍
然
歎
軒
押
懐
、
謬
カ
ウ
漆
ノ
示
語
同
ス
ル
人
モ
断
り
（
六
1
）

「
よ
り
」
　
「
自
」
と
「
従
」
と
が
あ
る
。
「
…
よ
り
…
…
に
至
る
」
の
例
。

始
メ
自
リ
大
施
主
至
テ
聴
聞
随
喜
之
老
少
一
二
四
九
7
）

従
宝
頂
仏
至
干
燃
灯
仏
（
五
〇
9
）
　
従
り
初
メ
尺
迦
牟
尼
至
テ
宝
頂
仏
l
二
五
〇
8
）

こ
の
よ
う
に
双
方
と
も
用
い
ら
れ
る
、
次
も
同
様
で
あ
る
。

自
ヨ
リ
扶
”
”
ト
ホ
シ
首
二
六
8
）

任
（
従
の
誤
）
首
至
マ
テ
ニ
扶
二
一
〇
1
1
）

「
べ
し
」
　
「
当
」
も
用
い
ら
れ
る
。
2
例
で
あ
る
。

当
シ
知
汝
が
愚
療
ノ
所
致
也
（
七
1
）

皆
当
シ
作
仏
資
牧
夫
（
七
1
1
）

次
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
漢
文
の
助
辞
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
、
訓
読
さ
れ
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

〔
而
〕
　
「
て
」
の
後
に
置
か
れ
る
。

見
二
雑
聴
衆
学
ヲ
而
生
惟
咲
断
㌫
雪
二
二
輿
望

設
僅
二
有
下
受
こ
人
身
一
時
上
両
生
－
邁
正
教
流
布
之
些
希
ナ
リ
（
二
八
5
）

前
者
は
順
接
、
後
者
は
逆
接
で
あ
る
。
．
逆
接
例
は
他
に
二
例
存
す
る
。

〔
於
〕
　
「
に
」
「
を
」
に
応
じ
て
用
い
ら
れ
る
。
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

彼
羅
什
三
蔵
染
二
筆
垂
一
都
二
訳
於
草
堂
之
霧
二
七
5
）

砕
ニ
ィ
テ
於
骨
髄
う
此
剋
二
可
‰
讐
往
生
極
楽
之
業
因
二
二
八
空

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系

七
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
一
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

こ
れ
に
「
干
」
「
之
」
「
央
」
な
ど
が
加
わ
る
。
漢
文
の
文
体
に
近
い
場
合
に
こ
の
よ
う
な
辞
が
用
い
ら
れ
る
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
唱
導
資

料
の
全
て
に
出
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
指
摘
し
て
お
く
に
足
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
「
者
」
が
あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
あ

る
。

十
相
好
劃
、
白
墓
相
軍
都
、
綾
五
須
弥
ヲ
三
六
8
）

更
に
こ
の
「
者
」
は
仮
名
書
の
語
に
も
接
す
る
。

彼
ノ
時
ノ
大
妻
ト
者
即
汝
身
是
カ
三
九
4
）

五
百
由
旬
ノ
ヤ
マ
カ
、
チ
ト
者
一
度
モ
…
…
（
四
六
1
）

次
の
「
者
」
は
接
続
助
詞
の
′
「
ば
」
で
あ
ろ
う
。

若
誤
テ
説
力
此
如
来
之
功
徳
ヲ
者
、
言
語
道
断
シ
心
行
処
滅
ス
（
五
〇
3
）

以
上
の
如
く
漢
字
表
記
さ
れ
た
和
語
の
辞
を
見
て
き
た
。
漢
字
表
記
さ
れ
な
い
助
詞
・
助
動
詞
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
余
り
に
詳

細
に
な
る
の
で
、
そ
こ
ま
せ
は
及
ば
な
い
こ
と
と
す
る
。

四
、
送
り
仮
名
の
様
相

仏
教
説
話
集
は
送
り
仮
名
振
り
仮
名
表
記
の
点
で
も
特
色
を
有
し
て
い
る
。
仝
訓
送
り
仮
名
と
か
捨
て
仮
名
と
か
は
今
昔
物
語
集
を
始
め
多
く

の
書
に
見
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
小
冊
子
に
多
種
多
量
の
送
り
仮
名
が
見
ら
れ
る
の
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
主
に
例
を
挙
げ

て
展
望
す
る
こ
と
に
す
る
。

」
、
全
訓
送
り
仮
名

1
、
名
詞

汗
完
㌢
（
豆
　
鉄
器
天
8
、
由
九
1
1
）
＜
扶
1
＞
　
雨
ア
メ
（
五
1
）
＜
雨
2
＞
　
株
酵
三
八
7
、
枝
九
9
）
＜
4
＞
　
懐
ウ
チ
ノ



≡
6
）
∧
懐
1
＞
　
紙
カ
ニ
五
9
）
　
牙
号
二
醇
豊
　
妃
鴇
童
丁
こ
　
桜
㌢
（
二
音
）
　
屍
鑓
カ
（
三
七
讐
∧
屍
一
二

1
＞
　
姿
宗
タ
（
二
三
1
1
）
　
栖
畏
拍
（
四
1
1
）
＜
栖
カ
3
、
ス
ミ
カ
1
＞
　
宝
タ
㌘
（
克
2
）
＜
宝
2
Y
　
流
㌶
（
四
3
）
　
突

指
（
四
二
2
）
＜
契
り
1
、
警
・
＞
　
廣
け
、
（
四
七
4
・
）
　
欺
け
芸
ハ
1
）
∧
欺
3
＞
′
　
浪
雪
（
四
八
7
）
　
虹
一
l
シ
〈
四
九
1
）
＜
警
∨

階
ハ
二
四
九
2
）
＜
階
5
＞
　
会
宍
（
一
豆
　
務
㍍
リ
〈
四
三
2
　
枚
ム
ナ
ツ
、
ミ
（
一
九
6
）
＜
ム
ナ
ツ
、
ミ
1
＞
　
目
メ
（
四
八
1
0
）

根
モ
ト
（
七
2
）
　
　
齢
㌢
ヒ
（
〓
2
）
　
万
”
二
四
二
9
）
＜
万
4
、
ヨ
。
ツ
1
＞

2
、
副
詞

弥
イ
ヨ
（
四
5
）
＜
弥
ヨ
2
、
弥
4
＞
　
差
㌢
（
四
丁
）
　
油
菜
空
（
二
九
1
）
　
相
互
霊
（
四
8
）
　
何
㌶
（
四
三
1
）
＜
何
カ
1
、
他

あ
り
＞

3
、
形
容
詞
ノ
・
形
容
動
詞

楽
”
拙
シ
（
四
九
6
）
完
仮
妾
2
＞
　
寂
シ
ツ
カ
（
六
2
）
＜
警
＞
　
猛
誓
二
一
二
誓
　
利
ト
キ
（
五
1
）
　
餞
崇
二
九
1
1
）

4
、
動
詞
．

務
㌢
≡
望
＜
務
ク
1
、
智
）
　
聖
二
互
＜
奪
ヒ
1
＞
　
懐
㌢
（
四
4
）
＜
懐
3
＞
　
傾
㌶
≡
2
）
　
通
㌢
（
一
。
7
）

＜
通
l
＞
　
聖
、
（
一
二
空
＜
聞
酪
＞
　
剖
誓
ム
（
四
6
）
　
茄
当
カ
ル
、
（
四
3
）
　
噺
鍔
ム
（
四
三
3
）
　
擬
声
雲
元
4
）
＜
凝

l
＞
　
蹄
サ
ケ
ヒ
（
六
9
）
　
箆
（
二
六
3
）
　
搾
紳
㌢
（
二
七
1
）
　
布
シ
キ
（
二
六
望
＜
布
1
V
　
居
㌢
（
三
六
1
1
）
　
澄
㌘
サ

（
六
ヱ
　
逼
セ
メ
（
四
7
・
1
）
＜
逼
莞
1
＞
　
備
㌶
ル
遍
六
4
）
＜
備
2
＞
　
断
タ
エ
（
六
8
）
＜
断
4
＞
　
孤
”
ヵ
（
四
8
）
　
留
ハ
一
㍗

（
九
7
）
入
留
9
V
　
撫
声
（
六
望
　
並
空
っ
（
⊥
四
川
）
＜
並
5
＞
　
成
ナ
ル
（
二
三
9
）
＜
成
9
＞
　
把
芸
（
五
7
）
　
悪
ニ
ク
ム
（
二
二

空
　
抽
誓
（
二
五
3
）
　
呑
ノ
ミ
（
二
言
）
　
登
ノ
ホ
リ
（
5
8
）
＜
警
＞
　
輿
キ
（
四
6
、
四
空
　
励
㌶
二
二
九
6
）
＜
励
1
＞

琴
室
ハ
1
）
＜
菅
＞
　
纏
拾
笥
（
四
3
）
、
一
L
一
㌢
（
三
六
曇
　
息
琴
ム
（
四
三
讐
　
逆
㌣
（
＝
1
）
＜
驚
リ
1
＞

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

折
ヲ
ル
　
（
四
9
）

右
の
中
に
は
「
南
ア
メ
」
「
冒
メ
」
を
始
め
、
訓
漢
字
と
し
て
早
く
よ
り
固
定
し
、
付
訓
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
も
多
い
。

栖
ス
ミ
カ
　
ー
　
栖
カ
　
ー
　
ス
ミ
カ
　
万
㌢
1
万
　
－
　
ヨ
ロ
ツ
　
弥
イ
ヨ
〈
　
－
　
弥
ヨ
1
弥

こ
の
よ
う
に
二
二
二
種
の
表
記
形
式
を
共
用
し
て
、
必
ず
し
も
初
出
が
詳
細
で
な
い
も
の
な
ど
が
あ
る
。
資
料
の
初
出
に
付
訓
し
、
後
に
省
略

す
る
の
な
ら
ば
一
つ
の
方
針
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
書
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
か
な
り
に
怒
意
的
で
あ
る
。

サ
キ

務
㍍
リ
1
番
㌢
　
割
誓
ム
・
－
」
割
致
ラ
シ
（
五
〇
空

（

ヰ

）

　

　

　

　

　

　

（

ウ

カ

ガ

）

居
㌢
－
居
　
間
キ
、
－
聞
ヒ
二
一
誓

よ
み

な
ど
は
同
字
に
異
訓
の
存
す
る
場
合
な
の
で
、
訓
を
確
か
に
す
る
目
的
は
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。
音
か
訓
か
の
場
合
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

贋
㌢
　
楽
㌶
シ
　
務
㍍
リ

な
ど
は
難
訓
字
の
よ
み
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
情
は
、
捨
て
仮
名
や
完
全
付
訓
に
も
存
す
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
、
捨
て
仮
名

送
り
仮
名
の
う
ち
、
用
言
以
外
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
を
採
り
上
げ
る
。
こ
の
事
項
に
つ
い
て
も
本
書
は
豊
か
な
例
を
持
っ
て
い
る
。
よ
み
の
推

定
部
分
を
ひ
ら
が
な
で
記
す
。

1
、
名
詞

う
て台

ナ
三
七
1
）
　
＜
台
2
）

こ
と言

ハ
　
（
九
8
）
　
＜
言
6
＞

へ
（
一
二
・
8
・
1
1
）
　
貯
．
へ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

も

影
ケ
（
四
1
2
）
∧
カ
ケ
1
、
影
∨
　
彼
レ
ノ
（
三
七
5
、
四
二
6
）
　
昨
日
フ
（
六
三
6
）
＜
咋
1
＞
　
雲
リ
（
二
二
3
）

こ

の

　

　

　

　

　

　

　

さ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

も

　

　

　

　

　

　

　

　

す

み

某
ミ
（
二
三
3
）
　
　
境
ヒ
　
（
四
九
5
）
　
∧
境
2
V
　
　
棺
ト
（
二
八
一
望
　
　
栖
カ
（
一
〇
2
、
二
一
5
・
7
）

二
二
7
、
二
八
1
2
、
三
九
7
）
　
＜
貯
1
＞

た
ぐ類

ヒ
．
（
二
五
1
、
二
九
1
2
）
∧
類
2
＞

た侍
ノ
ミ
（
四
九
1
0
）

た
く貯

ハ
管
、



（
二
田
1
1
）
＜
年
5
＞
　
戦
ご
四
7
）
＜
輩
9
＞
　
酎
ラ
（
四
九
1
）
＜
柱
2
＞
　
瞥
（
二
二
9
）
＜
花
9
V
　
当
り
（
三
〇
4
、
他
7
）
＜
了
＞

霊
≡
8
二
四
3
、
l
三
5
）
　
響
（
四
八
7
）
＜
警
＞
　
デ
（
三
七
3
）
＜
二
1
＞
　
デ
（
三
六
8
）
　
磐
（
三
五
7
）
＜
仏

1
8
＞
　
響
（
∵
九
2
）
・
∧
辺
2
＞
　
畢
リ
（
四
六
1
1
）
　
芋
（
≡
2
、
二
四
6
）
　
響
（
六
㌢
二
六
3
、
三
九
5
）
＜
昔
u
＞

断
二
四
八
1
0
）
　
繁
（
三
四
9
、
三
六
1
）
∧
夜
2
＞

2
、
副
詞
そ
の
他

m
シ
（
三
五
旦
　
択
押
（
三
二
㌢
三
七
8
）
　
墨
（
四
九
1
1
）
∧
凡
3
V
　
磐
（
四
九
9
）
∧
必
3
V
。
禦
（
三
八
1
。
）
∧
悉
3
＞

し
撃
フ
（
四
督
）
　
併
”
ヵ
（
四
九
望
＜
併
2
＞
　
郎
シ
（
八
4
、
三
九
5
、
五
〇
4
）
＜
但
4
＞
　
と
撃
－
（
五
2
）
＜
警
＞
　
璽
一
－

ま

（
六
1
1
）
　
先
ッ
（
一
四
㌢
三
二
l
？
三
六
1
1
、
三
八
1
1
）
∧
先
2
＞
　
新
ク
（
二
1
、
仙
7
）
　
能
ク
（
三
二
8
、
一
着
5
、
三
五
5
、
三
八
9
）

∧
能
2
V

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
自
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

旦
ハ
（
三
四
2
二
二
八
1
）
　
　
白
、
、
、
（
四
〇
7
、
四
盲
∵
6
）
∧
自
2
＞

「
お
の
づ
か
ら
」
と
の
区
別
の
為
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
「
お
の
づ
か
ら
」
の
意
の
例
は
あ
る
も
の
の
「
自
オ
」
と
は
記
し
て
い
な
い
。

放
l
l
苦
㌢
集
メ
（
l
O
望

こ
の
「
苦
ク
ミ
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
我
身
苦
ノ
ミ
難
雪
堪
」
（
四
5
）
の
「
ノ
ミ
」
は
文
意
上
限
定
の
助
詞
で
は
な
く
、
「
ク
ル
シ
ミ
」
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
全
訓
振
り
仮
名

仝
訓
振
り
仮
名
（
完
全
付
訓
）
は
全
訓
送
り
仮
名
と
厳
密
に
は
区
別
で
き
な
い
瘍
合
が
あ
る
が
、
位
置
に
よ
り
分
け
て
み
た
。
そ
の
用
例
を
列

挙
す
る
。

金
沢
文
庫
蔵
仏
教
説
話
集
の
表
記
体
系



鎌
　
倉
　
時
・
偲
　
語
　
研
　
究

1
、
名
詞

ウ

ワ

ハ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

ナ

シ

梁
（
「
九
且
、
∧
果
て
＞
　
　
項
ニ
ハ
　
（
二
七
1
1
）

カ
キ辟

イ

シ

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ハ

サ

＜
整
5
＞
　
　
立
石
（
四
八
曇
　
　
黄
（
四
八
1
1
・
1
1
）

モ

ミ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

ム

メ

（
二
九
空
　
　
襲
（
一
〇
6
）
　
　
寡
女
（
三
〇
4
）

（
四
九
．
1
）ト

ヒ

ラ

扉

ユ
キ雪

（
八
2
）

ク

チ

ハ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ノ

カ

ク

　

　

　

　

　

　

　

コ

エ

崖
′
（
四
八
3
▼
「
＜
拷
ハ
シ
四
八
1
0
＞
　
　
以
来
（
一
四
4
）
　
　
芦
（
一
三
2
）

（
四
九
1
、
二
〇
4
）

＜
雪
1
＞

ハ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

ク

ツ
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先
に
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
が
「
厚
覆
テ
」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
な
事
例
を
見
た
が
」
　
こ
れ
は
漢
文
を
訓
読
す
る
と
き
に
、
、
出
会
う
現
象
で
も

あ
る
。
こ
れ
に
似
而
非
な
る
も
の
に
、
潮
詞
．
・
助
動
詞
の
上
部
音
節
の
表
記
さ
れ
な
い
も
の
が
僅
か
な
が
ら
存
す
る
。

「
の
み
」
阿
肺
獄
孝
ノ
呵
責
ノ
立
笥
耳
二
溝
テ
（
六
4
）

右
は
「
多
官
由
旬
ノ
猛
火
ノ
ミ
眼
二
見
テ
」
と
対
句
を
な
も
て
い
る
。

「
た
り
」
面
輪
相
円
守
似
可
秋
月
　
（
二
六
1
0
）

尊
敬
の
「
給
ふ
」
に
つ
い
て
は
一
5
例
認
め
ら
れ
る
。
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今
日
導
師
ハ
）
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代
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教
懸
鏡
源
底
ヲ
解
へ
リ
（
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）
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た
ま

右
は
「
解
‥
へ
り
」
、
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
例
の
中
に
「
坦
マ
フ
」
は
こ
の
推
定
に
根
拠
を
与
え
て
く
れ
る
。
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（
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将
ニ
テ
連
匿
一
出
マ
フ
王
城
ノ
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（
五
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5
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あ
が
め
た
て
ま
っ

次
の
「
崇
け
ム
」
は
「
崇
　
　
ラ
ム
ト
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

早
ク
将
還
テ
本
ノ
王
宮
二
崇
㌣
云
テ
（
四
四
4
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以
上
、
送
り
仮
名
お
よ
び
振
り
仮
名
に
つ
い
て
調
査
を
報
告
し
て
き
た
が
、
活
用
語
尾
表
記
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
未
だ
に
解
読
と

い
う
に
程
遠
い
状
況
の
仏
教
説
話
集
に
つ
い
て
、
表
記
の
体
系
を
考
え
る
こ
と
自
体
無
理
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
体
系
と
い
う
に
は
余
り
に
漏
れ

る
と
こ
ろ
多
く
、
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
も
不
充
分
で
あ
る
。
た
だ
、
概
要
は
記
し
え
た
か
と
思
う
。
ま
ず
は
も
う
一
皮
も
二
度
も
解
読
に
沈
潜
す

べ
き
で
あ
ろ
う
と
恩
っ
て
い
る
。
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